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よ

れ
自
主
的
に
政
治
を
し
て
一住
民

eあ
る
覗
々
一
人

二
自
分
的
辞
ん
だ
市
町
村
長
一き
ま
し
て
は
‘
十
分

m
m一喝
的
制
時
等
に
か
ら
ん
む
一

ょ
う
。

日
氏
自
愈
芯
を
反
眼
し
た
一人
が
選
ん
だ
代
聖
者
を
姐
一k
か
織
目
な

E
が
、
常
に
一で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
世
地
山
間
也
、
彼
自
由
問
一

慶
す
る
に
地
方
自
抽
出

町
政
な
り
村
庄
が
身
近
か
一じ
揖
含
上
付
た
町
や
村
に
一円
民
自
代
監
新
止
し
て
個
別
一こ
れ
ら
の
梱
利
が
町
村
内
一間
忽
ど
で
市
博
由
利
害
が
一組
本
柑
神
は
白
書
性
!
自

K
、
帥
加
も
放
川
目
的
に
行
わ
一不
浦
が
あ
る
止
し
た
ら
‘
一カ
し
て
い
る
か
彼
ら
山
岳
一怖
に
む
け
る
暗
間
的
な
枕
一対
古

す
る

た
め
に
制
併
一作
刊
で
あ
っ
て
、
市
町
村

れ
る
と
k
に
な
る
由
で
あ
一そ
的
不
満
申
困
問
は
円
分
?約
は
そ
の
桂
苫
う
り
ゆ
っ
た
一争
に
利
川
さ
れ
た
り

争一
い
¥

世
年
同
に
わ
た
っ
て
一世
な
り
、

脱
政
的
主
人
公

る。

一自
ら
に
あ
る
わ
凶
U
C
自
己
一か
、
融
合
は
ど
白
よ
う
に
一い
的
た
め
山
争
い

的
武
器
一紛
糾
し
、
肝
腎
忽
兄
創
作注
一位・

私山随
行

N
自
身
で
&

日叫
体
的
に
陰
、
地
方
自
一の
非
生
物
み
守
不
調
を
同一
位
わ
れ

t
い
る
か
.
お
る
一と
し
て
桂
枯
し
.
進
に
は
一世
田
税
曹
は
金
〈
忘
れ
ら
一る
仰
で
、
私
出
M

弘
前
々
市

防
t
と
い
う
こ
と
棺
極
め
一ら
す
こ
と
は
.
ヌ
に
向

2
い
M
H
無
駄
な
輯
費
、
不
H
一
o
H
De摘
と
は、

金
〈
一
れ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
一町
村
世
.
臨
世
に
聞
心
を

τ広
い
臨
回
に

b
た
つ
一て
略
す
る
よ
う
た
も
仰
と
一な
事
実
は
な
い
か
符
に
つ一
関
係
的
な
い
手
段
止
し
て
一な
郁
躍
が
居
々
輔
返
さ
れ
一も
ち
‘
曲
師
会
b
z
由
時
し
た

「自
治
」
k
世
自
分
山
こ
一

τい
る
の
で
ゐ
る
。
例
一い
う
他
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
一い
て
官
医
院
世
間
〈
獄
抱
一使
川
さ
れ
る
と
主
的
な
い
一て
い
る
事
担
は
、
い
か
に
り
、
公
聴
会
に
出
府
し
た

是
怯
自
分
で
泊
め
る
こ
k
一

え
ば
地
方
説
自
問
問
主
税
出
が
町
や
村
に
よ
っ
て
一し
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
一よ
う
に
詫
思
し
な
り
れ
ば
一制
度
が
立
耐

eあ
っ
て
も
一り
盈
し
ま
し
ょ
う
。

で
あ
る
。
世
由
中
由
人
が
一

し
ろ
舵
同
町
.
病
院
.
一歳
悶
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
一ぃ。

四
苦
八
脅
し
て
納
め
一な
ら
な
い。

一そ
山
越
智
に
塊
が
入
っ
て

一市
町
村
組
処
示
ほ
崎
新
聞

必
五
陀
助
け
合
っ
て
行
〈
一

盛
岡
地
忽

E
由
厚
生
純
一陀
法
相
土
"
と
ん
な
緬
制
が
一た
借
金
凶
行
方
に
特
に
出
一

こ
山
由
控
掛
求
。
制
度
一い
な
ωり
れ
ば
、
何
出
世
に
一噂
も
波
宮
丑
し
ま
し
ょ
う

共
同
生
活
で
あ
る
。
乙
由
一

世
的
問
聞
に
し
ろ
あ
る
一与
え
ら
れ
、
ど
ん
な
韓
問
一い
聞
心
を
も
っ
E
・
刷
め
一に
映
ら
?
町
村
に
鈴
付
る
一も
立
た
4r
・
む
し
ろ
逆
放
一

最
近
持
鍬
の
柚
立
曲
目

祉
会
を
営
ん
む
い
る
娘
聞
一

い
位
、
母
也
、
融
地
、
一が
負
む
さ
れ
て
い
る
か

一た
枇
金
に
見
合
う
サ
ー
グ
一自
抽
出
現
献
を
見
ま
す
る
一川市
で
る
る
こ

LE
K
-郁
し

τ一を
迎
え
叉
去
る
五
月
コ一

が
、
い
〈
つ
も
集
っ
て
市
一

舟
冊
り

ω問
阻
に
し
ま
一代
表
者
を
湿
ぶ
に
め
的
選

7
ス
が
町
や
村
か
ら
さ
れ
一に
新
制
中
輩
出
処
世
.
世
一い
る
。

一悶
悼
、
地
方
自
治
法・
と
そ

町
村
是
か
あ
る
い
は
園
生
一

し
て
も
.
こ
れ
ら
世
、

一挙
砲
や
、
制
措
由
藷
酷
な
一て
い
る
か

E
う
か
生
考
え
一

ー
i

i

i

j

i

l

l

-

D

相
抽
出
p
b
る
軒
世
出

品

Ubur-
肘い川刊日坊叫和
一お
お
同
町
目
立
てば
ω
削
れ
れ
V

一
直
接
嗣
求
の
雄
利

一時
J
脱
出
抗

生
前
佐
官
ん

e
い
る

一つ

一

決
す
ベ
舎
問
聞
な
の
で
一と
い
う
と
&
が
で
き
る
.
一

に
は
ど
ん
な
も
由
が
あ
一

グ
資

家
の
樽
刀
4
巡

An--e絞
る
な

一山
市
北
し
、
地
方
自
治
今

白
線
聞
で
あ
っ
て
こ
曲
集
一

あ
る
。

一刑
制
連
山
基
本
的
権
利
由

こ

る

か
と
巾
し
ま
す
止
条
一

一後
由
A
り
ち
を
柚
肘
す
る

開
由
秩
序
が
完
全
に
維
持
一

私
述
が
自
分
た
ち
的
生
一つ
で
あ
る
多
政
権
に
は
生
一

倒
的
制
定
又
は
改
闘
の
一

地
方
自
由
に
対
す
る
興
一

金
す
。
そ
の
他
最
近
白
一こ
去
に
よ
り
名
実
・と
も
に

国
民
情
撞
旧
対
日
平
和
条
約
由
努
伎
が
い
主
/
¥
四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ

一さ
れ
て
ゆ
〈
た
め
に
は
、

一

稲
山
間
凶
止
し
て
自
分
一の
よ
う
な
も
叫
が
あ
り
ま
一

請
求

一突
出
国
附
と
悼
曲
目
・ょに

一

例
で
は
、
自
拍
体
特
務
一真
由

「
地
方
自
前
」
を
肱

こ
れ
で
日
本
も
昨
日
独
立
国
・と
し
て
間
際
枇
金
目
仲
間
入
り
を
し
た
駅
で
世
に

一そ
の
集
団
的
中
で
「
自
治
」
一

た
ち
の
杭
ん
で
い
る
町
一す。

一

監
慌
時
求

一立
っ
た
制
成
田
越
智
LE
-
-
o
闘
ι
ー
な
ど
で
一

楠
町
一戸
、
〈
み
育
て
新
生
、
民
主

事
ば
し
い
と

k
p
bり
ま
す
。

一が
行
わ
れ
な
《
て
は
な
ら
一

や
村
山
間
固
陀
同
心

k
一

衆
踊
院
、
診
曲
院
踊
白
一

鴎
会
的
榊
世
間
求

一性
同
的
出
血
的
危
協
力
と
一

村
田山甘
さ
ん
も
投
噌
さ
一川
坤

ω器
盤
た
ら
し
め
る

b
r
t
ま

ι
‘
-な
い
。
と
由
よ
う
に
町
山
一

も
っ
と
と
は
組
対
的
に
一

的
適
齢
、
鵬
知
折
、
市
一

時
知
事
、
剛
知
郁
、
山
一が
必
略
さ
れ
る
冊
以
で
あ
一

れ
た
こ
と
と
m
s
ぅ
‘
と
一目
的
自
も
と
に
現

AM
下

阻
み
れ
ば
盟
明
後
由
六
カ
年

-
n本
的
出
山
氏
モ
瓦
組
離
し
い
目

4
t
f
合

こ

k
怯
町
由
人
々
回
、
村
一

必
製
?
の
る
だ
部
し
一

町
村
岳
山
湿
様
、
臨
及一

制

長

市

町

村
M
H
・
助
一る
。

一

的
よ
う
に
、
臨忠
雄
や
地
一
ι川
町
村
に
特
に

「斬
地

っ
た
。
体

U
験
争
的
惨
禍
で
・
こ
ん
訟
み
じ
め
な
時
代
生
作
ら
な
い
よ
う
に
判

的
と
L

と
は
村
的
人
々

のり
世
一

H
Hが
全
部
町
や
村
山
一

日
市
町
村
盟
会
蹄

U
的
一

役
・
牧
入
柑

そ
山
他
一
こ
的
世
持
閥
次
由
食
品
一

方
自
的
鵠
e
H
、
住
民
一方
自
由
陣
立
運
動
」
&
臨

‘R
松
平
和
集
約
の
成
就
に
当
つ

τ新
な
覚
悟
を
し
な
貯
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一見
に
よ
っ
て
治
め
て
ゆ
く
一

当
仙
常
k
忽
っ
て
.
政
一

惑
挙
‘
靴
育
種
白
.
義
一

選
挙
管
国
会
凸
舵
畳
一

仕
出
回

れ

叫

由
多
肱
一

に
直
指
由
盟
大
な
臨
留
一閃
殺
し
.
い
ろ
い
ろ
手
段

自
主
独
立
し
た
今

後

我

々
肱
斬
惣
陸
印
刷
本

住
民
の
た
め
の
政
治

り

身
近
に
幸
一噛
を
築
く
鍵
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(二)

事
ニ
岡
山
市
営
大
村
4f
I
タ

I
S

近
い
肥
揖
的
世
字
v
一宅
由
な
い
人
が
相
当
世
出
一き
た
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い

一上
け
ゐ
酎
り
で
応
り
ま
す

1
ト
レ
ー
ス
は
車

一
師
五
月
八
、
九
を
上
げ
た
。

九
一り
ま
す
。
こ
れ
守
的
方
々

一由
で
し
ょ
う
。
私
途
松
二
一

ど
う
や
ら
大
村
市
も
予

十
、
第
二
部
1
I
.
十
b
・
卜
八
由

貿
上
尚
も
毎
問
機
〆
一
に
二
千
五
円
万
円
を
投
じ
一と
で
こ
の
問
じ
〈
苦
州
な
一仙
陣
佐
世
も
決
ま
り
何
百

六
日
山
行
わ
れ

た

削

以

上
に
ト
押
し
日
一て
付
宅
左
往
て
去
す
左

二
拍
金
を
柾
月
耐
糸
徴
牧
さ
一か
努
展
山
き
ざ
し
が
比
え

的
別
が
、
述
日
附
天
に

一
位
ヲ
ヲ
ン
山
人

山
一
戸
当
り
二
ト
万
円
曲
家
が
一れ
て
ゐ
ろ
給
料
4
問
。
刷
物一
で
来
た
よ
う
な
感
じ
が
数

回

一

(
K
車
ま
れ

一
平

均

気

も

型

灯

肝

を

~

一
一
一
一
五
戸
油
っ
こ
去
に
な
一介
、
韮
引
か
れ
た
掛
り
の
τ

3

0
と
の
雌
史
的
大

山

H

Z

約
二
干
名
目
入
樹

博

す
る
よ
う
に
な
ご
り
ま
す
。

一給
料
山
胞

m
e弘
前
を
し
一村
市
発
肢
由
世
会
を
把
念

L

O

O

者
を
凡
て
六
円
川
り

一
一腕
前
注
に
明

、
一

或
位
滋
存
国
主
培
え
る
一て
肘
り
ま
す
。
又
そ
れ
が
一に
滞
納
を

一
町
並
し
ま
し

司
ト

は
川
い

由
舟斡仲間
別
」
出
は
い
叫
・
を
も
つ
こ
と

ん
で
と
犯
政
五
O
O
名
日
牧
容
一祉
命
に
心
配
が
な
〈
帯
山
一ょ
う。

ト
-
目
mμ
守
六
百
五
寸
四
H
J
V
川
幸

円

山

一川刊
来
る
文
化
的
な
小
単
位
一を
少
な
く
し
て
か
え
っ
一
最
後
に
一

円
巾
上
げ
て

昭
和
姶
九
年
凶
迄
世
世
一唱

土
w
献
会
生
前
に
と
っ

-捌
に
す
す
ん
で
い
る
の
で

叫

が

)

)

三
千
ヒ
行
円

(第

第

三
間
白
レ
1
ι
一台
抽出
ち
ま
す
。
こ
れ
だ
け
一て
Mm
串
な
感
じ
生
し
て
M
一世
き
た
い
由
怯
道
聞
を

A
M
を
徴
牧
ず
る
斑
口
同
一

一て
絶
対
に
欠
〈
こ
と
の
で
干す
が

一
渉
再
に
幽
っ
て
見

モ

辻

仕

一
節
六
八
六
万
円
ス
は
第

一
節
六
月

ニ
のふ
間
合
あ
っ
た
ら
大
ぃ
哨
市
一り
ま
す
。
そ
ニ
で
背
に
な
一つ
く
る
‘
楠
佐
か
け
る

人
も
肘
ら
は
い
で
時
々
柿
仰
一き
な
い
も
由

E
あ
り
ま
す
↓
れ

ば

折

向

山

お

客

さ

ん

が

司

M
門
H
μ

部
一一
節
九
、
ハ
八
十
四
日
(土
)
ト
E
u
一甘
い
と
ん
な
に
山
町
一か
る
カ
ゎ
一ら
な
い
舵
命
と
す

る
陀
付
一学
院
を

4
0‘
?

目
叫一

前
処
分
を
す
る
世
で
市
昌
一
え

る
を
は
か
つ
C
出

2棋
聖

母
月

月

末

E

沼

弓

じ
O
O
円
}

日
吉

)
十
六
日

ι
一か
り
ま
せ
ん
。

Z
こ
と
一町

内

叉

詰

誌

に

M
AH
刊

誌

躍

が

読
書

に

的
九
O
M
以
上
納
付
さ
れ
一る

を

削

?
高

う

耳

ち
ん
立

っ
て

く

れ

る

人

コ

一

月

に

す

2

2

E

第

二
筒
、
二
(
一世

と

り

も

2

主

立

っ

て

制

融

制

2

?

っ一
あ
る
よ
う
で
す
。
五

時

て
応
り
ま
し
た
が
終
砲
と
一

Zり
ま

す

が

霊

2

1

t

M

な

か

っ

た

と

第

8
闘
を
示
し
た
o

十

一
同
ハ土
V

二
十
v
一

z
a官
需
3

一〈
て
い

た

泣

き

3

2

一由

主

主

鈍

し

て

住

共
犯
理
主
対
す
る
納
軸
一軍
高
野
会
己
主
々

の
し
炉
ら
ど
う
P
し

よ

う

。

第

二
箇

白

書

官

二
日
(
隠
工
干

三
~
一掲
げ
ら
れ
た
?
と
同
じ
む
一入
山
な
い
?
と
寸
前
的
一方
に
浦
川
足
し
て
庇
う
に
し

思
想
が
甜
躍
し
今
日
で
肘
牧
入
に
臨
じ

訟
の
づ
か

モ
れ
も

一
カ
月
刊
だ
っ
た

ば

日

阻

で

あ

っ

た

り
P
入
場
者
も
約
口
F

月
)
の
六
円
山
ニ
当
然
畳
け
る
べ
き
帥
出
で
一に
入
る
位
入
山
由
ー
か
ら
夫
一て
も
吉
桁
と
中
し
て
も

一徴
牧
専
門
由
度
目
七
名
と
一ら
そ
四
規
棋
を
制
限
-e
れ

へ

ま

だ

な
ん
'
と
か
な
る

五
千
人
、
轄
外
か
ら
白
フ
ヲ
ン
も
多
川
山
に
仇
日
足
し
て
ん
一交
化
的
市
民
生
前
に
も
盟
一引
き
し
て

T
Zめ
て
制
一部

一
に
市
の
財
政
と
云
う

一
れ
ら
冊
納
的
物
理
事
跡
一て
回
り
ま
す。

即
ち
八
千
一で
し
ょ
う
が
極
月
々
々

こ

放
あ
っ
た
・
軍
J

市
主
百
万
円
に
い
る
。

ご
大
な
閥
抗
艇
と
膨
叩
主

主

u
一曲
を
し
て
い
た
ど
く
か
或
一こ
と
む
あ
り
ま
す
。
そ
れ

一門
勘
盟
主
し
て
も
危
一円
叫
月
給
取
り
に
は
八
千
一ん
な
状
態
が
京
っ
て
い
つ

一

i
l
i
-
-t
i
l
i
-
-1
5
1
i
t
t
j
i
l
i
l
i
-
-して
参
り
ま
す

一E

T

止

め

て

貯

吉

一位

語

り

霊

印

刷
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